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【第3回】 

官報情報検索 

サービス 

①データべース席を予約する（５３号参照）→図書館ホームぺージから、または来館して直接予約してください 

②データベース席からパスワードを入力しログインする（パスワード入力は図書館員が行います） 

官報が発行された日付を指定し、表示します。指定日の前後30日分を一覧で表示することもできます。  日付検索 

日付検索＋記事検索  
日付だけでなくキーワードも指定して、より詳細な検索をすることができます。 

法律、政令、条約などについては、省庁名、号数を指定して表示することができます。  

「官報情報検索サービス」は、昭和22年5月3日（日本国

憲法施行日）分から直近までの官報の内容を、日付やキー

ワードを指定して検索・閲覧できるサービスです。 

詳しい利用方法については、以下のサイトで動画でも紹介されています。 

◆「官報情報検索サービスの使い方」「記事検索のポイント」（国立印刷局） 

  https://search.npb.go.jp/OnlineHelp/index.html 

官報とは 

官報は政府が発行する「国の広報紙」です。 明治16年（1883年）に太政官文書局から創刊されました。 

現在では、内閣府が行政機関の休日を除き毎日発行しています。 

 ★官報情報検索サービスを利用するには 

次回 ５６号は 

11月１日発行予定です 

 ★検索方法   

■編集後記■ 今回のテーマの「大人の学び直し」ですが、若い

人達が失敗を繰り返しながらも日々成長している姿を見ると、自分も

成長しなければ！と思います。いつかやろう、と思っているよりもや

れることから始めようと考えさせられました。（YI）  
 

官報を構成する記事 

・公文…政府や各府省などが公布する文書 

   法律・政令・条約（国家の決定事項や外国との間の決定事項） 

   内閣官房令／府令・省令／規則／告示（各府省の決定事項） 

   国会事項（国会に関する事項） 

   人事異動（大臣や各省庁などの人事異動） 

   叙位・叙勲・褒章（国に貢献した人物等に授与、位などの 

  公表） 

   官庁報告（最低賃金や国家試験に関する事項） 

   資料 

 

・公告･･･国や各府省、特殊法人、地方公共団体などからの告知 

   入札公告・落札公示／官庁公告（競争入札に関する告知） 

   裁判所公告／特殊法人等 

  （法律で公告が義務付けられている内容） 

   地方公共団体（教育職員の免許の失効や墓地の改葬、 

  行旅死亡人の告知など） 

   会社その他（決算公告等）  

官報の構成 
●本紙 [毎日]  

●号外 [随時]  本紙が 32 ページを超えると発行されます。  

●政府調達公告版 [随時]  政府機関等の入札公告、落札者の公示など  

●目録 [月1回]  前月の官報に掲載されたもの（告示以上）を 掲載事項別、省庁別に件名、掲載日、ページ数などをまとめたもの。 

●衆議院会議録・参議院会議録[随時] 本会議の会議録  
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 経済学の第一級研究者たちによる、最新の活用事例

を解説した書です。 

 経済学が今まさに社会やビジネスに、どう実装され

て役立っているのかを知ることができる内容となって

います。 

■新刊 PICK UP！  

社会人の学び直し 

 ～リカレント教育～ 

■Contents■ 
【表紙】新刊PICK  UP！   

【特集】社会人の学び直し 

     ～リカレント教育～ 

・大前研一 稼ぐ力をつける「リカレン

ト教育」                      

・社会人のためのやりなおし経済学 

・人生100年時代の「出世」のカラクリ  

・スタディサプリ社会人大学院 世界一

ビジネスマンが学ばない国ニッポン／越

境学習のススメ 

・本物の「稼ぐ力」が身につく 大人の

週末起業        （書名五十音順）             

【お役立ち情報】マナパス 社会人の 

大学等での学びを応援するサイト 

【巻末Topic】 

 データベースにおまかせ！ 

 第3回～官報情報検索サービス～ 

予約ができる 

ビジネス書新着リスト 

はこちらから→ 

「リカレント教育」とは、義務教育期間や大学で学んだ後に、「教育」と「就労」のサイクル

を繰り返す「教育制度」のことを指します。  

 平均寿命の延びと、技術革新の急速な進展が大きく関わっており、多様なライフスタイルや

ライフステージの変化に応じた生き方や働き方と合わせて、仕事に生かすための知識やスキル

を学びます。 

 働きながら学ぶという道は今後ますます開かれていくことでしょう。スキルアップはもちろ

ん、今後のキャリア形成にも役立ちますので、積極的に取り組んでみてはいかがでしょうか。 

『使える！経済学』 

 日本経済研究センター／編 

 坂井豊貴／渡辺安虎／成田悠輔／ 

 仲田泰祐／野田俊也／上武康亮／ 

 小島武仁／井深陽子／著 

  日本経済新聞出版  2022.7 

           (331.04/ﾆ） 

https://search.npb.go.jp/OnlineHelp/index.html
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      ◆特集◆ 社会人の学び直し

 本書では日本の遅れた教育現状を説明し、リカレント教育につ

いて事例を交えて紹介し、今後どう取り入れるべきかまで書かれ

ています。「低欲望化社会が進めば、日本は没落国家になる」な

ど目次には厳しい言葉が並びますが、人生１００年時代に、学び

直しを通じ自ら答えを見つけ突破力をつけた人材になってほしい

という著者の熱意が伝わる一冊です。 

 

『社会人のためのやりなおし経済学 』（日経ビジネス人文庫） 

 木暮太一 ／著   日本経済新聞出版社  2014.4 （331／コ） 

 数学のような経済学は難しくて…という方はあると思います。 

 あらためて、そもそも経済学とは何か。何をするための理論な

のか。生活やビジネスのどんな場面で活用できるのか。 

 この本を読み終わると、それらが自分の言葉で説明できるよう

になっていると思います。（はじめにｐ７） 

 
 

『大前研一 稼ぐ力をつける「リカレント教育」 』 

大前研一／著 プレジデント社  2019.6  （379/ｵ ） 

『 人生100年時代の「出世」のカラクリ 』 

平康慶浩 ／著 日本経済新聞出版社   201８.10  （159.4/ﾋ） 

 今、日本は「人生100年時代」だと言います。これまで、卒業

→就職→引退の「3ステップ型」だった日本人の働き方から、転

職・副業・学び直し・趣味を活かす等働きながら複数の選択肢を選

べる「マルチステージ型」へ適応していく時代です。 

 多様に広がる道をどう選択するのか、今の会社での自身の存在の

高め方など働き方の助けとして、また、学び直したいが時間がな

い、お金がない、いまさら本当に意味があるのかと悩んだときに思

い出していただきたい1冊です。 

働き方に 

迷ったとき 

一つの学問を 
究める 

人材育成と
しての教育 
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社会人の学び直し ～リカレント教育～ 

『スタディサプリ社会人大学院 

  世界一ビジネスマンが学ばない国ニッポン／越境学習のススメ』 

（リクルートムック）リクルート 2018.8 （376.8/ﾘ）       

 副題のように、ある調査では日本のビジネスパーソンは世界一学ん

でいないという結果が出ているそうです。この本では社会人大学院を

始め、会社の外で学ぶことを「越境学習」として提案します。学んだ

ことを実践に生かし、実践を材料にまた学ぶ、その繰り返しが「越境

学習」の本質ということです。 

『本物の「稼ぐ力」が身につく 大人の週末起業』 

藤井孝一／著 クロスメディア・パブリッシング 2019.6（335/ﾌ） 

 若い人たちに比べて、仕事でキャリアを積んできた「大人」に向け

て、起業を勧めています。 

 人生100年時代と言われて久しい現代で、人生の後半戦において

「今、何をしておくべきか？」を具体的に指南してくれています。今の

仕事を卒業した後に、自力で「稼ぐ」力を身につけるためには、今の会

社にいるうちに鍛えておくのが最善であると著者は言います。 

 今後の有意義な生活のために、自分の得意なこと、やりたいことを稼

ぐ力に変えてみませんか。 

『マナパス 社会人の大学等での学びを応援するサイト』 

           https://manapass.jp/ 

「マナパス」は「学びのパスポート」という意味で、文部科学省の平成30年度「社会人の学びの

情報アクセス改善に向けた実践研究」事業により開設された、社会人の学びを応援するための

ポータルサイトです。（※運営は民間企業） 

 学びたいと思ったときにまず知りたい、どこで何を学べるのか、時間や費用などの情報を効率

よく調べることができるようになっているほか、オンライン化が進んだことで広がりをみせてい

る社会人向けの遠隔授業情報も約1400件登録されています。 

 外出先でも簡単に調べられるウェブポータルを活用して、無理なく学んでいきましょう。 

定年後を考えたとき 

学校を調べる 


